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自
御
具
足
御
持
参
被
成
、
御
具
足
き
せ
被
錫
参
候
に
付
、
大
納
言
様

御
若
年
の
御
時
よ
り
数
度
の
御
手
柄
の
御
事
共
様
々
一
被
仰
出
、
御
物

語
共
多
く
有
之
候
。

て
大
納
言
様
御
若
年
の
御
名
は
、
孫
四
郎
様
と
一
去
、
後
叉
左
衛
門

様
と
申
候
。
扱
太
閤
様
御
若
名
は
木
下
藤
吉
郎
と
申
、
後
に
は
羽
柴

筑
前
守
様
と
一
宮
。
柴
田
修
理
殿
と
柳
瀬
に
て
天
下
わ
け
め
の
御
合
戦

に
、
筑
前
様
御
勝
被
成
、
郷
て
天
下
の
主
に
被
篇
成
候
て
、
共
時
羽

柴
筑
前
守
様
と
申
候
御
首
字
共
に
、
又
左
街
門
様
へ
披
露
譲
候
て
、

筑
前
守
様
は
閥
自
に
被
混
成
候

τ、
後
に
太
閤
様
と
申
候
。
又
左
衛
門

様
は
、
初
柴
筑
前
守
様
に
被
篤
成
、
御
位
は
大
納
言
様
に
被
篤
成
候
。

御
十
四
の
御
年
よ
り
御
尭
数
多
也
。

一
、
故
中
納
言
様
、
先
年
大
正
持
披
御
攻
落
被
成
候
て
、
御
中
入
と

し
て
金
津
へ
御
脇
陣
の
節
、
御
先
手
大
名
衆
御
幸
塚
へ
張
出
し
、
山

峰
・
木
場
・
三
谷
を
御
烏
廻
御
小
姓
に

τ、
御
旗
本
許
被
成
御
返
。
然

所
次
の
夜
明
、
御
幸
塚
よ
り
今
井
の
川
上
を
越
え
、
大
領
の
南
よ
り
二

屋
を
指
て
退
口
の
時
‘
上
坂
又
兵
衛
銭
勉
ニ
挺
玉
薬
同
火
縄
錫
持
退

候
慮
を
、
小
松
の
江
口
三
郎
左
衛
門
詞
を
か
け
、
そ
と
退
候
者
は
何

も
の
に
て
候
と
申
候
へ
ば
.
上
坂
又
兵
衛
只
今
武
漣
を
し
て
蹄
候
と
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親
陀
頼
申
候
に
付

τ、
御
本
陣
よ
り
御
供
不
仕
、
跡
但
馬
守
所
へ
今

道
に
立
戻
り
、
右
合
磁
の
刻
但
馬
守
の
ぼ
り
共
を
、
但
馬
被
額
候
て

立
直
し
申
候
。
此
事
右
三
人
の
売
に
成
る
注
り
。
但
馬
守
馬
を
乗
返
さ

れ
候
故
、
内
の
者
共
鎗
を
仕
り
、
但
馬
守
無
残
所
甲
斐
々
々
敷
振
と

上
坂
叉
兵
衛
申
候
。
今
迄
絡
に
見
不
申
人
の
よ
し
春
め
申
候
。
共
外

上
下
共
春
め
ぬ
も
の
無
之
候
。
夫
故
跡
の
諸
人
数
心
安
く
退
候
由
、

本
江
村
の
百
姓
八
兵
衛
と
申
候
者
、
能
々
見
物
仕
候
て
今
物
語
仕
候
。

江
口
三
郎
左
衛
門
は
、
本
江
村
の
上
か
L
り
が
嵩
K
馬
を
一
来
上
ひ
か

へ
居
也
。
手
柄
た
る
人
無
比
類
候
也
。
後
供
の
内
堀
加
右
衛
門
と
申

侍
、
か
L
り
が
識
の
下
に
馬
上
に
て
控
へ
有
之
候
鹿
を
、
瀬
木
村
の

桑
畠
よ
り
立
出
赤
初
織
着
候
入
、
遠
自
営
に
右
加
右
衛
門
を
打
候
て
、

卸
鹿
に
加
右
衛
門
討
死
仕
也
。
金
棒
衆
の
内
胤
健
三
併
の
羽
織
着
候
て
、

諸
人
数
を
押
廻
し
、
馬
を
輪
乗
に
仕
何
も
退
け
候
也
。
振
見
事
に
見

え
候
也
。
右
の
外
色
々
の
俄
有
之
候
得
共
先
略
仕
友
り
。

上

以

一
、
大
猷
公
菟
去
の
悶
微
妙
公
直
書

大
猷
公
菟
御
の
湖
、
微
妙
公
御
直
書
御
調
へ
塗
文
宮
へ
御
納
、
御
家

老
臭
村
因
幡
に
御
渡
し
、
御
老
中
の
内
酒
井
讃
岐
守
殿
へ
因
幡
に
持
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名
乗
候
へ
ば
、
又
兵
衛
と
聞
き
‘
此
者
成
問
敷
と
存
候
。
共
上
若
年
よ

り
知
音
放
‘
三
郎
左
街
門
は
、
長
九
郎
左
衛
門
内
の
者
大
正
持
に
て

手
負
候
て
共
所
蹄
り
候
底
へ
走
寄
り
、
則
仕
倒
し
申
候
。
共
塚
今

に
至
て
二
屋
に
有
之
候
。
愛
に
て
長
九
郎
左
衛
門
内
売
の
者
共
皆
h
A

討
死
仕
候
。
松
平
伯
替
は
今
江
川
上
よ
り
潟
へ
脇
を
除
、
山
代
橋
の

表
を
し
づ
f
t
、
と
遇
り
候
に
、
浅
井
村
の
中
通
よ
り
小
松
人
数
押
出

候
を
見
て
、
山
代
橋
へ
乗
か
け
候
。
夫
よ
り
先
に
水
越
縫
殿
助
は
‘

山
代
橋
際
へ
と
く
に
乗
出
有
之
侯
也
。
然
庭
に
太
田
但
馬
守
、
本
江

村
指
て
退
被
申
候
得
共
、
彼
山
代
橋
雨
方
の
人
数
の
様
鉢
を
見
ら
れ

て
、
馬
を
衆
返
し
山
代
橋
へ
懸
向
ひ
、
共
日
の
大
将
分
に
成
ら
れ
、

高
き
所
へ
乗
上
げ
下
知
被
仕
。
則
供
の
者
共
井
上
勘
左
衛
門
・
大
野

茜
丞
・
岩
悶
内
蔵
助
井
上
坂
主
馬
た
ど
、
何
も
/
¥
松
平
伯
脅
守
一
所

に
鎗
を
突
申
候
。
右
縫
殿
と
伯
替
と
言
葉
を
掛
合
、
一
度
に
橋
を
走

り
出
し
候
也
。
合
戦
の
芝
居
二
十
問
飴
走
り
出
候
て
鎗
仕
、
小
松
人

数
を
泊
ま
く
り
申
候
。
伯
智
故
中
納
言
様
御
前
に
て
申
上
。
則
三
度

山
に
於
て
恭
き
御
意
に
て
、
邸
鹿
児
湯
演
を
被
下
候
。
上
坂
又
兵
衛

彼
山
.
代
橋
の
川
岸
に
有
之
、
惣
下
知
仕
、
惣
様
の
中
に
成
よ
し
沙
汰
仕

也
。
然
れ
ば
安
原
隼
人
・
掘
才
之
助
・
鷹
栖
刑
部
は
、
太
閤
但
馬
守
寄

P 

参
と
被
命
。
因
幡
持
参
の
底
讃
州
は
登
城
に
付
、
取
衣
林
惣
左
衛
門
と

い
ふ
者
へ
、
御
封
の
ま
L
相
渡
し
、
.
請
取
手
形
を
取
て
罷
蹄
る
。
公
殊

の
外
因
幡
を
御
褒
被
成
候
。
御
書
中
の
儀
、
誰
見
聞
可
仕
様
無
之
侠

鹿
1

共
瑚
推
量
の
設
に
候
哉
、
又
は
讃
州
よ
り
洩
聞
候
か
、
取
沙
汰
に

は
、
か
様
の
時
節
は
被
成
度
思
召
候
御
政
務
も
、
若
大
名
共
の
内
遺

背
も
仕
て
は
、
如
何
と
の
御
遠
慮
可
有
之
儀
に
候
。
能
と
被
思
召
寄

候
御
仕
置
は
‘
其
御
遠
慮
無
之
、
念
度
被
仰
出
可
然
候
。
一
番
に
我
等

御
諦
可
申
候
。
一
番
に
我
等
御
諦
申
上
候
は
ど
、
天
下
に
遼
背
仕
者

有
之
問
敷
候
と
の
趣
に
て
、
讃
州
以
下
感
慌
の
皆
。
間
同
誌

一
、
多
賀
左
兵
衛
の
強
狂

寛
永
の
始
頃
、
金
津
の
侍
屋
敷
の
内
を
町
人
陀
貸
す
事
は
や
り
、
小

身
者
は
大
形
表
口
門
の
外
は
町
屋
に
す
る
。
叉
人
持
は
下
屋
敷
を
拝

領
し
て
も
、
家
組
は
不
抱
、
茶
闘
に
し
ぬ
。
多
賀
左
兵
衛
と
い
ふ
人
持

も
、
共
通
り
に

τ問
畠
に
し
て
耕
作
す
。
微
妙
公
大
K
御
怒
り
、
御
吟

味
に
逢
て
御
繍
可
申
上
様
な
く
‘
集
迷
に
成
り
ぬ
。
内
所
は
奥
村
故

因
幡
女
也
。
内
所
を
引
立
て
土
誠
へ
錨
り
ぬ
。
嫡
子
左
近
は
折
節
不

有
合
候
。
岡
島
備
中
が
母
と
、
奥
村
槌
佐
を
も
引
っ
れ
土
磁
へ
入
る
。

上
下
手
足
に
汗
を
握
れ
ど
も
矯
ん
か
た
友
し
。
奥
村
太
郎
左
衛
門
行
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